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ユーラシア研究所セミナー 
 

ユーラシアセミナー報告用資料              2010 年 1 月 23 日 於立正大学 

 

「“学力世界１”の国ロシアと旧ソ連地域に拡がる共通教育空間」             

                  聖心女子大学文学部教育学科 澤野由紀子 

 
◇本日の報告の概要 
 １．旧ソ連地域の学校教育制度改革の動向 
 ２．国際学力調査におけるロシアの躍進 
 ３．CIS 諸国における教育協力ネットワーク再構築 
 
１．旧ソ連地域の学校制度改革の動向 

 
表１. 旧ソ連地域の学校教育制度（2009 年度） 

 義務教育年齢（年
数） 

主な学校体系
（初等－前期中等－ 
後期中等普通教育） 

欧州高等教育圏（ボロー
ニャ・プロセス**）への
参加 

CIS 諸国 
ロシア ６～１７歳（11年） ４－５－２ 2003 年－ 
ウクライナ ６～１５歳（９年） ４－５－３ 2005 年－ 
ベラルーシ ６～１５歳（９年） ４－５－２ 不参加 
モルドワ ６～１７歳（11年） ４－５－２ 2005 年－ 
グルジア ６～１５歳（９年） ６－３－３ 2005 年－ 
アルメニア ７～１５歳（８年） ３－５－２ 2005 年－ 
アゼルバイジャン ６～１５歳（９年） ４－５－２ 2005 年－ 
カザフスタン ６～１５歳（９年） ４－５－２ 不参加 
キルギス ６～１５歳（９年） ４－５－２ 不参加 
ウズベキスタン ６～１８歳（12年） ４－５－３ 不参加 
タジキスタン ７～１６歳（９年） ４－５－２ 不参加 
トルクメニスタン ７～１７歳（10年） ３－７－２ 不参加 

バルト諸国 
エストニア ７～１６歳（９年） ９－３ 1999 年－ 
ラトビア ５～１８歳（13年） ２＊－９－３ 1999 年－ 
リトアニア ６～１６歳（10年） ４－６－２ 1999 年－ 
＊５・６歳は幼児学校において就学準備教育を受け、7 歳から基礎学校に入学する。2010 年度より就学年

齢を６歳に引き下げる予定。その他にも現在教育制度改革を検討中の国が多く、教育制度は未だ流動的で

ある。 
＊＊ボローニャプロセス： 1999 年に当時の EU15 カ国のほか、ノルウェー、アイスランド、リヒテンシュタイン、マルタ、リトアニア、ラ

トビア、エストニア、ハンガリー、チェコ、スロバキア、ポーランド、スロベニア、ブルガリア、ルーマニアの計29か国の教育大臣が、１）

各国の学位の比較が容易にできるシステムの適用、２）博士課程の前段階に２つのサイクル（学士課程と修士課程）を基礎とする

高等教育制度の導入、３）第１サイクル修了時に授与される学位（学士号）により卒業者が欧州の労働市場に就職できるようにす

ること、４）「欧州単位互換制度（ECTS）」にもとづく単位制度の構築、５）高等教育の質を確保するための欧州レベルでの協力の

推進などを提言する「ボローニャ宣言」を採択した。2001 年にはクロアチア、キプロスとトルコを加えた 32 カ国の高等教育担当大

臣が「欧州高等教育圏へ向けて（欧州高等教育大臣プラハ会議コミュニケ）」に署名し、2010 年までに拡大 EU において欧州高等

教育圏を構築することを確認した。その後、各国の制度改革の進捗状況をチェックする「ボローニャ・プロセス」と呼ばれるフォロー

アップが行われている。2009 年現在のボローニャ・プロセス参加国は 46 カ国である。2009 年 4 月には、2020 年までの新たな目標

として欧州の高等教育において生涯学習を重視しアクセスを拡大するとともに、大学卒業者の 20％を留学経験者とすることが定

められた 

 
（資料）UNESCO International Bureau of Education, Country Dossiers, 
http://www.ibe.unesco.org/en/access-by-country.html 
 The Official Bologna Process Website, Participating Countries and Organisations, 
 http://www.ond.vlaanderen.be/hogeronderwijs/bologna/pcao/ その他各国教育担当省等のサイトを参照。 
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図１ ロシア連邦の学校制度図 

 
（出典）佐藤学・澤野由紀子・北村友人編『揺れる世界の学力マップ』明石書店、2009 年、p.188。 

 

 

２．国際学力調査におけるロシアの躍進 

 
表 2．2000 年、2003 年および 2006 年のＰＩＳＡにおける調査項目毎のロシアの生徒の指

標の比較 
    （最低順位－最高順位） 

 PISA2000 
（32 カ国中の順位）

PISA2003 
（40 カ国中の順位） 

 

PISA2006 
（57 カ国中の順位） 

数学的リテラシー ２１－２５位 ２９－３１位 ３２－３６位 

読解リテラシー ２７－２９位 ３２－３４位 ３７－４０位 

科学的リテラシー ２６－２９位 ２０－３０位 ３３－３８位 

問題解決能力 － ２５－３０位 － 

（資料）Под. ред. Каспржак, А. Г. , Поливанова К. Н., Российсдая школа: от PISA-2000 к 

PISA-2003, Москва Логос 2006, с. 71. 

 OECD, PISA 2006: Science Competencies for Tomorrows World –Executive Summary, Paris, 2007, 

p.22, 47, 53. 
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表 3．PISA 2006 15 歳児の科学的リテラシー、数学的リテラシーと読解リテラシー 
  －留年と複線型の後期中等教育制度のあるロシアは 15歳児の在籍学校によって成績に 
  大きな格差がある 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（資料）http://www.centeroko.ru/ 
 

 10・11 学年 

中等職業学校 

  ロシア平均 

７・８学年 

初等職業学校 
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表４．TIMSS 2007 小学校 4 年生の算数の得点分布－ロシアは 36 カ国中 6 位 
 

 
 
（資料）http://www.nier.go.jp/timss/2007/gaiyou2007.pdf 
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表５．TIMSS 2007 8 年生の数学の得点分布－ロシアは 49 カ国中 8 位 

 
 
（資料）http://www.nier.go.jp/timss/2007/gaiyou2007.pdf 
 



                   

6 
 

ユーラシア研究所セミナー 
 

表６．TIMSS Advanced 2008 後期中等教育最終学年の数学の得点分布 
    －ロシア（10/11 学年）は 10 カ国中 1 位 

 

 
表７．TIMSS Advanced 2008 後期中等教育最終学年の物理の得点分布 
    －ロシア（10/11 学年）は ９カ国中 4 位で分散が大きい 

 
（表６・７／資料）http://timss.bc.edu/timss_advanced/ir-release.html 
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表８．PIRLS 2006 4 年生の読解力の得点分布 －ロシアは 40 カ国中 1 位 
 

 

（資料）http://timss.bc.edu/pirls2006/index.html 
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表９．PIRLS2003 と PIRLS2006 の平均点の変化－ロシアは成績の伸びが最高 
 

 
（資料）http://timss.bc.edu/pirls2006/index.html 
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表 10 
 ロシア連邦教育機関基本教科（教育）課程 

初等普通教育 
バリアント  1 

 教科 
 
                       
 
        学年 

週間授業時数 
     計 

            
I

           
II

         
III

          
IV 

不変部分  

ロシア語 5 5 5 5 20 

文学的読み方 4 4 4 4 16 

外国語 – 2 2 2 6 

数学 4 4 4 4 16 

まわりの世界 2 2 2 2 8 

音楽 1 1 1 1 4 

芸術的労働 2 2 2 2 8 

体育 
2 2 2 2 8 

計: 20 22      22     22   86 

可変部分 (学校週６日制) – 3 3 3 9 

学校週 6 日制の場合の教室内で
の活動時間の上限 

– 25     25        25    75 

学校週 5 日制の場合の教室内で
の活動時間の上限 

20 22      22       22    86 

課外活動（サークル、部、プロ
ジェクト活動等） 10 10     10         10   40 

予算内の合計 (学校週 6 日制) 30 35     35        35    135 

 
*付表: 

課外活動
コース  
 
                      

            
学年 

I II III IV 計 

スポーツ・保健 3 3 3 3 12
芸術・美学 2 2 2 2 8
科学・認知 2 2 2 2 8
軍事・愛国心 2 2 2 2 8
社会的有益活動 2 2 2 2 8
プロジェクト活動 1 1 1 1 4
計 10 10 10 10 40
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表 11 
 ロシア連邦教育機関基本教科（教育）課程 

初等普通教育 
バリアント  ２ 

教科 
                       
         
        学年 

週間授業時数 
     計           

I
           

II III IV 
不変部分  

ロシア語 5 5 5 5 20

文学的読み方 4 4 4 4 16

外国語 – 2 2 2 6

数学 4 4 4 4 16

まわりの世界 2 2 2 2 8

   芸術 (音楽、図工) 2 2 2 2 8

   テクノロジー  1 1 1 1 4

    体育 2 2 2 2 8

計      20   22 22 22 86

可変部分 (学校週 6 日制) 
– 3 3 3 9

学校週 6 日制の場合の教室内で
の活動時間の上限 

– 25 25 25 75

学校週 5 日制の場合の教室内で
の活動時間の上限 

          
20 22 22 22 86

課外活動（サークル、部、プロ
ジェクト活動等） 

          
10 10 10 10 40

予算内合計(学校週 6 日制)           
30 35 35 35  

135
*付表： 

課外活動
コース  
                        

            
学年 

I II       III        IV  計 

スポーツ・保健 3 3 3 3 12  
芸術・美学 2 2 2 2 8
科学・認知 2 2 2 2 8
軍事・愛国心 2 2 2 2 8
社会的有益活動 2 2 2 2 8
プロジェクト活動 1 1 1 1 4
計 10 10 10 10 40  

 
 
 
 
 



                   

11 
 

ユーラシア研究所セミナー 
 

 
   
 表 12 

 ロシア連邦教育機関基本教科（教育）課程 
初等普通教育 
バリアント  3

  
 教科 

学年

週当たり授業時数    計

I II III IV 

不変部分 
   ロシア語 4 5 5 5 19

   文学的読み方 2 3 3 3 11
   母語と文学的読み方 3 3 3 3 12

外国語 – 2 2 2 6

数学 4 4 4 4 16

まわりの世界 2 2 2 2 8
   芸術 (音楽、図工) 2 2 2 2 8

   テクノロジー  1 1 1 1 4

    体育 2 2 2 2 8

計   20 24 24 24 92

可変部分 (学校週 6 日制) – 1 1 1 3

学校週 6 日制の場合の教室内での活動時
間の上限  

    20    25   25 25 95

課外活動（サークル、部、プロジェクト
活動等） 

  10  10 10 10１ 40

予算内合計（学校週 6 日制）  30 35 35 35 135 

 
*付表: 

課外活動
コース  
 
               学年     

            
I II       III IV    計 

スポーツ・保健 3 3 3 3 12  
芸術・美学 2 2 2 2 8
科学・認知 2 2 2 2 8
軍事・愛国心 2 2 2 2 8
社会的有益活動 2 2 2 2 8
プロジェクト活動 1 1 1 1 4
計 10 10 10 10 40  
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 表 13 

 ロシア連邦教育機関基本教科（教育）課程 
初等普通教育 

                  バリアント ４
教科 
 

         学年 

週当たり時間数    計

I II III IV 
 不変部分 

ロシア語と文学的読み方 4 6 5 6 21

 母語と文学的読み方 5 5 6 5 21

外国語 – 2 2 2 6

数学 4 4 4 4 16

まわりの世界 2 2 2 2 8

   芸術 (音楽、図工) 2 2 2 2 8

   テクノロジー  1 1 1 1 4

    体育 2 2 2 2 8

計 20 24 24 24 92

可変部分 (学校週 6 日制) – 1 1 1 3

学校週 6 日制の場合の教室内での活動
時間の上限  

20 25 25 25 95

課外活動（サークル、部、プロジェクト
活動等） 

10 10 10 10 40

予算内合計（学校週 6 日制） 30 35 35 35 135

 
*付表: 

課外活動
コース  

 
            学年   

            
I II       III     IV   計 

スポーツ・保健 3 3 3 3  
12

芸術・美学 2 2 2 2 8
科学・認知 2 2 2 2 8
軍事・愛国心 2 2 2 2 8
社会的有益活動 2 2 2 2 8
プロジェクト活動 1 1 1 1 4
計 10 10 10 10  

40
 

○ 1 単位時間は、第 1 学年は 35 分、第 2～4 学年は 40～45 分（各教育機関が定める）。 
○ 年間授業週は、第 1 学年は 33 週、第 2～4 学年は 34 週。 
 

（表 10～13／資料）БАЗИСНЫЙ УЧЕБНЫЙ (ОБРАЗОВАТЕЛЬНЫЙ) ПЛАН 
ОБРАЗОВАТЕЛЬНЫХ УЧРЕЖДЕНИЙ РОССИЙСКОЙ ФЕДЕРАЦИИ, РЕАЛИЗУЮЩИХ 
ОСНОВНУЮ ОБРАЗОВАТЕЛЬНУЮ ПРОГРАММУ НАЧАЛЬНОГО ОБЩЕГО 
ОБРАЗОВАНИЯ(ПРОЕКТ), Москва,2009,  http://standart.edu.ru/ 
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３．CIS 諸国における教育協力ネットワーク再構築 

 

1992 年 5 月 CIS 諸国の教育分野における協力関係 当初加盟 10 カ国で調印 

     ○統一的教育空間の維持と教育修了証書の相互認定に主眼 

  （主な組織） 

     CIS 教育大臣会議、CIS 教育評議会 （以後各国持ち回りで年 2 回以上の会合） 

     CIS 学長会議 

 

2000 年代の協力体制の変化： EU 型の共通教育空間における交流促進を図る 

     ○大学の単位互換制度 ○学位制度の共通化  

     ○言語教育に関する協力（「ロシア語・文学」担当教員の資格向上、研修、 

       教科書・教材の開発・・・モスクワ国立言語大学と CIS 加盟国言語国際研 

       究所の共同による） 

      ＊2007 年 7 月にはロシア連邦大統領決定により「ルースキー・ミール財団」 

       を創設。世界各国でロシア語・ロシア文学の普及を図る。 

 

2008 年以降の新たな動き 

     ○CIS 学力オリンピックの開催、CIS 成績優秀者賞制度の導入を検討 

     ○上海協力機構（SCO）との大学の単位互換制度、留学生交流の促進 

 

＜NGO を通した文化・教育協力＞ 

2008 年 7 月 CIS 加盟国人道協力国際基金(Межгосударственный 

фонд гуманитарного сотрудничества; МФГС、本部モス

クワ) 活動開始 （創設に関する協定は 2006 年 5 月のドゥシャンベにおける CIS 首脳会議におい

てアルメニア、ベラルーシ、カザフスタン、キルギス、ロシア、タジキスタン、ウズベキスタンの 7 カ国

が調印。2008 年 7 月にはアゼルバイジャンも調印。）・・・教育、科学、文化、スポーツ、青少年交流、

マスメディア、ツーリズムの分野における CIS 諸国の交流促進のためのプロジェクトを実施。  

   ○CIS 諸言語の中等学校用教科書、言語学専攻大学用現代ロシア語教科書の出版 

   ○CIS 諸国の民族作家の文学書、民話・童話などの紹介 

   ○ロマノーソフ国際フォーラム（2008～09 年、モスクワ国立大学主催） 

   ○CIS 若手詩人コンクール（2008 年）○CIS 若手教員コンクール（2009 年） 

   ○「わたしたちは CIS に生きる」絵画展（2008 年）他 

 

2009年12月 CISナノテクノロジー国際イノベーションセンターの創設に関する協定に調印（アルメ

ニア、アゼルバイジャン、モルドワ、ウクライナ、ベラルーシ、ロシア、キルギス、カザフスタン、タジキ

スタン）  ←МФГС も支援を約束 
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表１４． ロシア連邦の国公立高等教育機関で受け入れている留学生数の変化（年度初め） 
 
 
 
 
全留学生数 １）   

(人） 

1995/96 年度 2000/01 年度 2007/08 年度 2008/09 年度

計 うち全日制

課程 

計 うち全

日制課

程 

計 うち全日

制課程 

計 うち全日

制課程 

 
67025 

 
52671

 
58992 

 
40479

 
95781

 
67571

 
102805 

 
70233

うちＣＩＳ諸国からの 

留学生 ２）   (人） 

39778 27144 34510 19963 48239 23468 54369 24827
全留学生に占めるＣＩＳ

諸国出身者の割合   

（％） 59.3  51.5 58.5 49.3 50.4 34.7  52.9  35.3 
    ＜出身国別＞   

(人）   

   アゼルバイジャン 1688 989 1248 494 1835 1165 3230 1318

   アルメニア 1694 1013 1097 598 1415 903 1585 943

   ベラルーシ 4355 1862 3368 893 11495 2266 13295 2825

   グルジア 3147 1741 817 656 819 637 920 673

   カザフスタン 11644 8921 16665 11724 18970 11553 18378 11660

   キルギス 1700 1524 1230 519 830 634 639 501

   モルドワ 1524 850 1047 527 1291 621 1236 593

   タジキスタン 738 642 324 221 1234 742 1314 759

   トルクメニスタン 650 449 540 383 756 561 941 751

   ウズベキスタン 3176 2735 3221 1162 4614 2088 6408 2031

   ウクライナ 9462 6418 4953 2786 4980 2298 6423 2773
1) 近隣外国市民（ＣＩＳ諸国、バルト諸国等の住民）を含む。    2) 国際協定により留学しているＣＩＳ諸国 

市民は除く。 

(資料） Федеральная служба государственной статистики 

http://www.gks.ru/bgd/regl/b08_11/IssWWW.exe/Stg/d01/08-12.ht 
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